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まほろば主人

「風力発電を問う」―シリーズ 2

〝
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い

う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な
い
〟

　
　

宮
澤 

賢
治

74 才女性　しぜんをこわさないでください・・・

4歳少女　ふ
うしゃやめて

　ほいくしょ
にかようんだ

から

（ひらがな表
で字を調べて

自分で書きま
した）
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1
，
朗
報
‼

7
月
29
日
（
金
）
13
時
前
、「
風
力
発

電
の
真
実
を
知
る
会
」「
風
力
発
電
を
地

域
か
ら
考
え
る
全
国
協
議
会
」「
北
海
道

風
力
発
電
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
各
代

表
の
佐
々
木
氏
よ
り
電
話
。

「
午
後
1
時
か
ら
、
ネ
ッ
ト
配
信
で
報

道
発
表
さ
れ
ま
す
。
宮
城
・
蔵
王
の
風

力
発
電
計
画
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

つ
い
で
、
伊
達
・
千
歳
も
中
止
に
」

こ
の
突
然
の
朗
報
で
、
暗
闇
が
切
り

裂
か
れ
る
か
の
よ
う
に
、
前
途
が
一
瞬

に
し
て
パ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た
。

希
望
の
光
が
、
射
し
た
の
だ
。

札
幌
の
我
満
さ
ん
か
ら
も
「
新
聞
見

た
よ
。
や
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と

の
喜
び
の
声
。

連
立
す
る
牙
城
の
一
角
が
、
崩
れ
た
。

こ
れ
を
切
っ
掛
け
に
、
連
動
し
て
風
力

発
電
中
止
の
連
鎖
反
応
が
起
こ
れ
ば
い

い
。2

，
運
動
の
要

風
力
発
電
に
よ
っ
て
、
様
々
な
悪

影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
景
観
・
環
境
・
自

然
破
壊
の
こ
と
、
人
間
・
動
物
の
健

康
へ
の
不
安
、
農
業
や
醸
造
発
酵
業
へ

の
悪
影
響
、
賦
課
金
な
ど
の
経
済
的
負

担
、
国
防
民
守
安
全
へ
の
恐
怖
な
ど
な

ど
挙
げ
れ
ば
限き

り

が
な
い
。

し
か
し
、
今
回
の
「（
仮
称
）
古
平
・

仁
木
・
余
市
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
」
建

設
計
画
に
と
っ
て
、
仁
木
町
、
殊
に
銀

山
・
大
江
地
区
が
、
人
家
に
近
い
こ
と
、

余
市
や
古
平
の
山
中
奥
深
い
地
域
と
際

立
っ
て
人
的
被
害
が
集
中
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
極
め
て

問
題
視
さ
れ
る
重
要
課
題
で
あ
り
、
将

来
的
負
の
遺
産
を
子
孫
に
遺
す
べ
き
で

は
な
い
こ
と
が
、
今
回
の
運
動
の
趣
旨

で
あ
る
。

特
に
稲
穂
峰
伝
い
に
風
車
が
建
ち
並

7 月 30 日（土）北海道新聞「伊達・千歳・白老に最大 19 基の風力発電、関西電力、
建設計画を断念」

古平・仁木・余市最大 64基　古平・仁木・余市最大 64基　

石狩湾洋上風車 1,178 基

小樽・余市最大 27基小樽・余市最大 27基

小樽・赤井川最大 22基小樽・赤井川最大 22基
銀山地区銀山地区
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び
、
国
道
5
号
線
と
挟は
さ

み
撃
ち
に
会
う

授
産
福
祉
養
護
施
設
や
小
中
学
校
・
保

育
所
が
集
中
す
る
銀
山
は
、
被
害
が
狙

い
撃
ち
の
よ
う
に
連
鎖
す
る
こ
と
は
、

極
め
て
危
惧
す
べ
き
事
態
だ
。
生
涯
教

育
、
福
祉
更
生
地
区
と
し
て
、
根
底
か

ら
そ
の
存
在
意
義
と
意
味
が
問
わ
れ
か

ね
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
当
地
区
の
み
な
ら
ず
、
仁
木

町
民
挙こ

ぞ

っ
て
設
置
反
対
運
動
に
、
声
を

上
げ
、
挺
身
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と

は
論
を
待
た
な
い
。

ま
た
国
民
世
論
に
訴
え
る
べ
き
、
更

に
は
共
感
支
持
を
得
ら
れ
る
特
異
的
地

域
の
特
性
が
あ
る
。

道
義
的
、
人
道
的
に
も
放
置
し
て
は

な
ら
な
い
保
護
保
全
地
帯
で
あ
る
こ
と

を
、
皆
が
深
く
認
識
す
べ
き
重
大
事
で

は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
道
と
し
て
も
、
捨
て
置
け

な
い
事
項
で
、
も
し
こ
れ
を
通
す
こ
と

が
あ
る
な
ら
ば
、
国
内
外
に
向
け
て
発

信
さ
れ
て
人
権
無
視
、
非
道
が
罷
り
通

る
町
政
・
道
政
の
真
偽
が
問
わ
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
町
長
、
知
事
の
判

断
の
是
非
を
、
国
民
は
固か

た
ず唾
を
吞の

ん
で

注
視
し
て
い
る
。

３
，「
意
見
書
」
の
内
容

と
多
さ　

ー
ま
ほ
ろ
ば
の
呼
び
か
け
に
協
力
し
て

下
さ
っ
た
人
へ
の
御
礼
―

6
月
1
日
開
示
、
30
日
ま
で
の
「
意

見
書
」
提
出
の
関
西
電
力
の
一
方
的
な

通
達
に
も
関
わ
ら
ず
、
意
見
書
箱
に
も

入
り
切
ら
ず
、
何
通
も
の
封
筒
に
押
し

込
ん
だ
数
量
は
、
事
の
重
大
さ
、
町
民

の
意
識
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
外
か
ら
の
反
対
意
見
の
多

6 月 30 日に無事、皆さんの意見書を届けた

睡眠障害、めまい、耳鳴り、動悸、吐き気、電磁波アレルギー、化学物質アレルギー…の恐れが懸念される



4まほろばだより No.5481 22-112 8/5

さ
に
驚
く
べ
き
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
果
物
の
街
、
醸
造
の
町
と
し
て

い
か
に
愛
さ
れ
て
い
る
か
、
い
か
に
観

光
農
業
の
町
と
し
て
存
続
し
て
欲
し
い

か
の
要
望
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
山
々
の
峰
に
、
風
車
が
立
ち
並

ぶ
美
観
の
破
壊
、
そ
の
（
超
）
低
周
波

音
が
人
体
の
み
な
ら
ず
、
作
物
の
生
育
、

発
酵
の
阻
害
に
係
り
、
経
済
面
で
の
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
尚
更

の
こ
と
、
町
民
一
体
に
な
っ
て
全
面
阻

止
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

更
に
、
こ
れ
が
引
き
金
に
な
っ
て
計

画
全
面
廃
止
、
さ
ら
に
さ
ら
に
北
海
道
、

日
本
全
土
に
中
止
廃
止
の
大
風
が
吹
き

荒
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

こ
こ
で
、
私
の
よ
う
な
仁
木
町
民
と

言
っ
て
も
他
地
区
の
者
が
物
言
い
す
る

よ
り
も
、
当
地
銀
山
で
実
際
家
族
ぐ
る

み
で
授
産
施
設
「
あ
ん
ご
の
森
」
を
営

む
瀬
川
裕
人
さ
ん
の
関
西
電
力
へ
の
「
意

見
書
」
の
当
事
者
の
切
実
な
る
声
が
、

何
よ
り
も
説
得
性
と
切
実
感
に
満
ち
溢

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
心
動
か

さ
な
い
者
は
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
ご
紹
介
し
た
い
。

４
，
瀬
川
裕
人
さ
ん

の
意
見　

「(

仮
称)

古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
ィ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
に
係
る
計
画

段
階
環
境
配
慮
書
」
に
対
す
る
意

見
書仁

木
町
「
あ
ん
ご
の
森 

銀
山
」

瀬
川  

裕
人

 

１
，「
銀
山
学
園
」
か
ら
「
共

に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
、

地
域 
社
会
」

銀
山
地
域
に
は
、
知
的
障
が
い

者
の
方 

1
0
0 
人
余
り
が
暮
ら

す
社
会
福
祉
施
設
「 
銀
山
学
園
」

と
、
児
童
養
護
施
設
「
桜
ヶ
丘
学

園
」
が
あ
る
こ
と
は
、
ご
存
じ
と

思
い
ま
す
。 

特
に
銀
山
学
園
創
設
か
ら
の
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
記
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

銀
山
学
園
は 

1
9
7
0 

年
に

創
設
さ
れ
、創
設
の
時
の
願
い
は
、

「
知
的
障
が
い
を
持
つ
皆
さ
ん
の

幸
せ
の
実
現
」
で
す
。 

そ
し
て
、

そ
の
幸
せ
を
実
現
で
き
る
場
は

「
共
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
、
地
域
社

会
」
だ
と
考
え
、
地
域
づ
く
り
実
践
を

先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

設
備
が
立
派
で
、
人
材
も
情
報
も
豊

富
で
、
そ
ん
な
立
派
な
銀
山
学
園
を
建

て
、
そ
こ
に
暮
ら
す
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
や
、
そ
こ
で
働
く
職
員
だ
け
が
、
金

銭
的
・
物
資
的
に
幸
せ
を
感
じ
た
り
、

豊
か
な
気
分
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
、
真
の
豊
か
さ
・
幸
せ
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

銀
山
地
域
に
生
き
る
動
植
物
を
含
め

た
自
然
環
境
や
、
こ
こ
に
暮
ら
す
地
域

住
民
な
ど
、
皆
ん
な
の
暮
ら
し
が
良
く

な
っ
て
、
皆
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

て
、
初
め
て
銀
山
学
園
に
暮
ら
す
知
的

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
も
、
実
現

で
き
る
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。 

で
す
か
ら
、
銀
山
地
域
で
は
、
銀
山

学
園
を
創
設
し
た
先
人
達
に
よ
っ
て
、

「
誰
も
が
幸
せ
に
な
れ
る
地
域
」
を
目
指

し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
実
践
し
て

来
た
の
で
す
。 

そ
の
思
い
や
、
実
践
は
、
銀
山
地
域

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
仁
木
町
全
体
に
、

後
志
地
方
に
、
ま
た
、
北
海
道
や
、
日

本
の
知
的
障
が
い
者
施
設
協
会
へ
、
仁

木
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
北
海
道
社
会
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福
祉
協
議
会
・
日
本
社
会
福
祉
協
議
会
、

或
い
は
、
北
海
道
や
、
日
本
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
、
そ
し
て
、
日
本
社

会
事
業
大
学
を
始
め
、
様
々
な
大
学
や

専
門
学
校
な
ど
で
、
積
極
的
に
伝
え
て

来
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
実

践
は
、
当
時
は
先
駆
的
活
動
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
国
か

ら
「
地
域
づ
く
り
実
践
の
指
定
」

を
受
け
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。 

そ
の
思
い
や
実
践
が
、
広
く

認
め
ら
れ
た
と
感
じ
た
出
来
事

が
、「
社
会
福
祉
事
業
法
第
4

条
」 

が
制
定
さ
れ
た
時
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
に 

1
9
7
0
年
の

銀
山
学
園
創
設
当
時
か
ら
、
銀

山
学
園
・
銀
山
地
域
・
仁
木
町
は
、

自
発
・
自
前
の
精
神
に
よ
る
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
な
実
践
で
、
自
分

た
ち
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
損
・
得

だ
け
で 

は
な
く
、
そ
こ
に
存
在

す
る
全
て
に
メ
リ
ッ
ト
（
幸
せ
）

が
あ
っ
て
初
め
て
、
自
分
た
ち

に
も
メ
リ
ッ
ト
（
幸
せ
）
が
あ

る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

２
，「
関
西
電
力
」
の
皆
様
に 

関
西
電
力
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。 

関
西
電
力
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
の
た
め
に
風
力
発
電
事
業
を
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

欧
米
で
は
、
補
助
金
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
・
採
算
が
合
わ
な
い
・
反
対
運
動
が

起
き
る
・
訴
訟
が
起
き
る
な
ど
、
風
力

発
電
事
業
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
、

ネ
ッ
ト
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

メ
リ
ッ
ト
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
乱

立
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
同
様
に
、
補

助
金
が
魅
力
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
風
力
発
電
が
建
設

さ
れ
る
地
域
に
も
、
電
気
を
利
用
す
る

側
に
も
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
は
一
部
に
し

か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、「
プ
ロ
ペ

ラ
が
回
転
で
起
き
る
低
周
波
に
よ
る
生

人
体
に
与
え
る
影
響
（
ド
イ
ツ
で
は
、

風
車
の
建
設
は
居
住
地
か
ら
数
百
m
～

8 月 2 日（月）北海道新聞「関電旧経営陣「起訴相当」。結審議決「利用者へ
の裏切り」不祥事続出！！「関電の原発マネー不正還流を告発する会」など
多くの市民団体など提訴告発している。こういう体質の企業が、真に良心に
基づいて、風車計画を立てているとは信じがたい。
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1
km 

離
さ
な
け
れ
ば
建
設
不
可
と
す
る

規
則
・
ま
た
、
風
車
と
最
寄
り
の
住
宅

地
と
の
距
離
が
風
車
の
高
さ
の
10
倍
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
T
O
H 

ル
ー
ル
」も
あ
る
）」「
バ
ー
ド
ア
タ
ッ
ク
・

バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
等
の
、
動
植
物
に

与
え
る
影
響
」「
森
林
を
切
り
開
く
等
の
、

自
然
に
与
え
る
影
響
」「
バ
ー
ド
ス
ト
ラ

イ
ク
等
に
よ
る
、
生
態
系
に
与
え
る
影

響
」「
巨
大
風
車
が
乱
立
す
る
こ
と
に
よ

る
、
景
観
に
与
え
る
影
響
」
な
ど
な
ど
、

こ
れ
ら
は
、
ど
こ
の
風
力
発
電
設
置
地

域
か
ら
も
上
が
っ
て
い
る
、
風
力
発
電

反
対
理
由
で
す
。 

こ
れ
ら
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
仁
木
町

や
余
市
町
や
古
平
町
に
も
、
当
て
は
ま

る
と
思
い
ま
す
。 

３
，
パ
ネ
ル
放
置
の
問
題

ま
た
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
、

太
陽
光
発
電
で
、
耐
用
年
数
の
切
れ
た

パ
ネ
ル
や
、
壊
れ
た
パ
ネ
ル
の
放
置
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。 

風
力
発
電
機
の
法
定
耐
用
年
数
17
年
、

F
I
T
制
度
の
調
達
期
間
が
20
年
で
す

が
、
破
損
し
た
場
合
・
耐
用
年
数
が
切

れ
た
場
合
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
の

で
し
ょ
う
か
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
同
様
に
、

放
置
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

電
力
を
利
用
す
る
人
々
に
と
っ
て
も
、

原
発
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
発
電
に
か

か
っ
た
コ
ス
ト
、
課
題
等
の
解
決
に
か

か
っ
た
コ
ス
ト
等
を
、
電
気

料
金
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
す

る
と
い
う
こ
と
が
起
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

風
力
発
電
を
盛
ん
に
進
め

て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

『
総
設
備
容
量
が
倍
増
す
る
た

び
に
、
発
電
コ
ス
ト
は
減
少

す
る
ど
こ
ろ
か
、
増
加
し
て

い
る
。』
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。（
風
力
発
電
の
コ
ス

ト
は
上
昇
し
て
い
る 

―
英
国

か
ら
の
報
告
―
N
P
O
法
人 

国
際
環
境
経
済
研
究
所 

H
P

に
掲
載
2
0
2
0
年
11
月
24

日
） こ

れ
は
、
風
力
発
電
へ
の

補
助
金
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場

合
や
、
風
力
発
電
事
業
の
採

算
が
取
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
電
気
利

用
者
に
負
担
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
ら
の
課
題
・
問
題
に
つ
い
て
、

明
確
に
解
決
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
報

告
は
、
残
念
な
が
ら
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

www.wbsj.org

mainichi.jp
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４
，
健
康
被
害
は

特
に
、
身
体
に
及
ぼ

す
影
響
、
健
康
被
害
に

つ
い
て
は
、
原
発
や
ワ

ク
チ
ン
の
様
に
「
因
果

関
係
不
明
」
と
い
う
こ

と
で
、
責
任
の
所
在
が

明
確
に
な
ら
な
い
場
合

が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

風
力
発
電
建
設
の
前

後
3
～
5
年
間
に
、
発

電
機
建
設
近
隣
地
域
の

住
民
の
血
液
検
査
を
、

間
隔
を
決
め
て
実
施
し
、

体
調
の
変
化
を
調
査
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

こ
の
よ
う
な
、
地
域

住
民
の
反
対
が
起
こ
る

可
能
性
の
あ
る
事
業
で

は
、
地
域
住
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

一
部
の
人
（
町
内
会

長
な
ど
?
）
し
か
知
ら

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と

ん
ど
の
地
域
住
民
に
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、

現
状
で
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

「
説
明
し
た
」
と
、
既
成
事
実
だ
け
作

り
、「
住
民
は
、
ア
ホ
だ
か
ら
、
知
ら
な

い
う
ち
に
、
進
め
て
し
ま
え
!
」
と
、

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

何
か
、
悪
意
さ
え
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。 日

本
で
も
、
海
外
で
も
、
同
じ
よ
う

な
課
題
が
あ
り
、唯
一
の
解
決
策
は
、「
建

設
中
止
・
計
画
中
止
」
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「あんごの森 銀山」から見た風車（イメージ合成）

銀山地区風車立地予想図
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こ
の
度
の
「（
仮
称
）
古
平
・
仁
木
・

余
市
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
に
お

い
て
は
、
銀
山
地
域
に
住
む
者
と
し
て
、

風
力
発
電
反
対
理
由
は
、「
東
濱
風
力
発

電
所
建
設
反
対
の
団
体
設
立
へ 

N
H
K

ニ
ュ
ー
ス
の
紹
介
」
こ
の
例
、
近
い
と

こ
ろ
を
た
く
さ
ん
感
じ
て
い
ま
す
。 

銀
山
地
域
に
設
置
予
定
の
風
力
発
電

機
は
、
住
居
等
か
ら
2

km
以
内
と
の
こ

と
で
、
風
力
発
電
機
と
民
家
の
距
離
に

よ
る
、
様
々
な
人
体
へ
の
影
響
・
健
康

被
害
を
受
け
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま

す
。（
雪
浦
:
「
高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど

も
世
界
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
」
と
あ

り
ま
す
） 

５
、「
最
大
に
支
援
を
受
け
な
け
れ

ば
、
生
き
て
行
く
こ
と
が
大
変
な

方
達
」

そ
れ
か
ら
、
ご
存
知
の
通
り
、
農
業

に
携
わ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
知
的
障

が
い
者
施
設
と
児
童
養
護
施
設
が
あ
り
、

高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域
で
す
。 

児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
、
知
的
障

が
い
者
施
設
の
方
達
、
高
齢
者
の
方
達
、

農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
達
は
、
ほ
ぼ
、

一
日
中
銀
山
地
域
で
過
ご
す
た
め
に
、

常
に
騒
音
・
低
周
波
に
よ
っ
て
、
様
々

な
人
体
へ
の
影
響
・
健
康
被
害
を
受
け

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
達

は
、
育
児
放
棄
・
虐
待
な
ど
を
受
け
、

銀
山
に
来
て
よ
う
や
く
生
き
る
場
が
で

き
て
、
安
心
・
安
全
を
感
じ
な
が
ら
生

き
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
再
び
、
命
の
危

険
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
心

配
し
ま
す
。 

知
的
障
が
い
者
施
設
の
方
達
は
、
ど

こ
へ
も
行
く
所
が
な
い
方
達
が
ほ
と
ん

ど
で
、
銀
山
が
安
住
の
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
知
的
障
が
い
に
よ
っ
て
、
理

解
が
な
か
な
か
で
き
な
い
方
達
で
、
訳

も
分
か
ら
な
い
内
に
人
体
へ
の
影
響
・

健
康
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
よ
う

な
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も

や
、
障
が
い
者
施
設
の
方
達
は
、「
最
大

に
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば
、
生
き
て
行

く
こ
と
が
大
変
な
方
達
」
と
思
い
ま
す

が
、
過
去
の
例
か
ら
、
健
康
被
害
が
予

測
さ
れ
る
中
で
、
健
康
被
害
な
ど
を
受

け
た
場
合
、
事
業
者
の
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 ま

た
、「
雪
浦
だ
よ
り
」
よ
り 

雪
浦
は
、
美
し
い
海
・
山
・
川
に
囲

ま
れ
た
、
自
然
豊
か
な
地
域
。 

は
る
か
昔
か
ら
こ
こ
に
あ
り
、
命
と

暮
ら
し
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。 

「
山
を
切
り
開
い
て
、
コ
ン
ク
リ
で
固

め
ら
れ
た
土
地
を
作
り
、
巨
大
な
構
造

物
を
作
り
、
沢
山
の
森
の
命
を
懸
牲
に

し
、
誰
か
の
苦
し
み
を
う
む
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
い
ら
な
い
。」 

″
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い

う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な
い
〟

（
宮
沢
賢
治
） 

銀
山
に
は
、
海
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
以
外
は
、
銀
山
学
園
が
創
設
期
か

ら
取
り
組
ん
で
来
た
地
域
づ
く
り
実
践

は
、「″
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら

な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な
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い
〟（
宮
澤
賢
治
）」
に
通
じ
る
、
共
通

の
思
い
が
あ
る
と
、
自
然
豊
か
な
銀
山

に
暮
ら
す
自
分
の
思
い
も
、 

上
記
、「
雪

浦
だ
よ
り
」
や
宮
澤
賢
治
や
銀
山
学
園

創
設
の
方
達
の
思
い
と
、
共
通
の
思
い

で
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
風
力
発
電
・
反

対
・
課
題
・
問
題
」
な
ど
と
検
索
す
る
と
、

た
く
さ
ん
の
情
報
が
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
、
初
め
て
知
り
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。 

・・・・・・・・・

瀬
川
さ
ん
の
文
章
に
は
、
そ
の
身
に

迫
る
心
情
と
風
車
が
も
た
ら
す
実
情
を

全
体
と
し
て
描
き
出
し
て
い
ま
す
。
当

事
者
で
な
い
と
描
き
切
れ
な
い
切
実
性
、

切
迫
感
に
心
動
か
さ
れ
ま
す
。
回
を
追
っ

て
、
一
つ
一
つ
の
事
柄
と
問
題
点
を
、

検
証
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
，
お
地
蔵
さ
ん
の
誓
い

宮
澤
賢
治
は
、
熱
心
な
佛
教
徒
で
も

あ
り
、
法
華
経
の
行
者
さ
ん
と
も
聞
い

て
お
り
ま
す
。

同
じ
佛
教
で
『
地
蔵
誓
悲
願
経
』
と

い
う
聖
典
に
、
あ
の
お
地
蔵
さ
ま
が
「
こ

こ
に
一
大
発
願
し
て
、
一
切
衆
生
渡
せ

ん
ま
で
、
極
楽
に
還
る
こ
と
断
じ
て
地

蔵
は
願
わ
ず
。
地
獄
を
棲
家
と
し
て
、

大
団
円
の
後
は
、
浄
土
の
末
席
に
座
せ

ん
」
と
誓
願
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
世
界

が
ぜ
ん
た
い
救
わ
れ
な
い
で
、
自
分
の

救
い
は
な
い
」
と
賢
治
さ
ん
の
願
と
お

地
蔵
さ
ん
の
願
が
一
致
し
て
同
じ
な
ん

で
す
ね
。
こ
れ
を
佛
菩
提
心
と
言
い
ま

す
。こ

れ
は
、「
風
車
が
建
っ
て
、
一
人
で

も
不
幸
な
人
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
建
て

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
言
い
換
え
て
も

良
い
こ
と
で
、
こ
れ
は
賢
治
さ
ん
に
も

お
地
蔵
さ
ん
に
も
通
じ
る
我
々
の
誓
い

で
も
あ
り
ま
す
。

６
，
北
海
道
の
福
祉
の
モ

デ
ル以

前
「
福
祉
と
安
ら
ぎ
の
里
」
と
言

わ
れ
た
仁
木
町
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
果

物
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
里
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
、

こ
の
町
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た
銀
山
・

大
江
地
区
が
更
生
福
祉
村
と
し
て
世
に

際
立
っ
て
い
た
事
を
知
ら
な
い
こ
と
を

恥
じ
た
。

瀬
川
さ
ん
の
文
章
に
在
っ
た

1
9
7
0
年
当
時
、社
会
福
祉
法
人
「
後

志
報
恩
会
」
が
営
む
授
産
施
設
「
銀
山

学
園
」
や
「
大
江
学
園
」
を
創
立
さ
れ

た
野
村
健
氏
の
厳
父
・
野
村
琢
民
氏
は

大
江
村
生
ま
れ
に
し
て
「
北
海
道
の
福

祉
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
、
道
内
に
初
め
て
福
祉

の
思
想
と
実
践
の
場
を
位

置
づ
け
叙
勲
さ
れ
た
大
功

労
者
で
あ
ら
れ
た
。
そ
の

息
吹
と
も
い
う
べ
き
銀

山
・
大
江
地
区
は
、
い
わ

ば
父
上
の
理
想
の
聖
地
、

モ
デ
ル
特
区
で
も
あ
っ
た

の
だ
。

『農民芸術概論綱要』宮澤賢治より

世界がぜんたい

幸福にならないうちは

個人の幸福は

あり得ない
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最
初
、
園
生
（
施
設
利
用
者
）
の
夜

逃
げ
（
無
断
外
出
）
が
横
行
し
て
、
農

民
か
ら
「
気
違
い
が
隠
れ
て
い
る
ぞ
！
」

と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
が
、
障
が
い
者
だ

け
の
コ
ロ
ニ
ー
作
り
で
は
ダ
メ
で
、
誰

も
が
住
ま
う
町
で
な
け
れ
ば
共
に
賦
活

し
な
い
と
実
感
し
、
村
人
と
共
に
、
地

域
作
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
脱
走
者
（
無

断
外
出
）
が
居
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
が
、
1
9
5
0
年
代
に
北
欧
諸

国
で
始
ま
っ
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
（
n
o
r
m
a
l
i
z
a
t
i
o
n
）

と
い
う
社
会
福
祉
理
念
で
あ
っ
た
。
障

が
い
者
と
健
常
者
と
は
、
お
互
い
が
特

別
に
区
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
寄
り
添
い
、

社
会
生
活
を
共
に
す

る
の
が
正
常
で
あ
り
、

本
来
望
ま
し
い
姿
で

あ
る
と
す
る
考
え
方

を
目
指
し
た
。
一
般

人
同
様
の
標
準
生
活

を
支
援
さ
れ
る
べ
き

存
在
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
こ
れ
が
、

福
祉
本
来
で
あ
り
根

本
の
精
神
だ
っ
た
。

７
，「
異い
ぎ
ょ
う形
の
神
様
」
の

里
村こ

の
時
、『
古
事
記
』
の
国
生
み
に
記

さ
れ
た
伊
邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
（
い

ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
、
い
ざ
な
み
の
み
こ

と
）
の
最
初
の
子
「
蛭
子
（
ひ
る
こ
）」

伝
説
を
思
い
出
し
た
。

３
歳
に
な
る
も
歩
け
ず
、
葦
の
舟
で

海
に
流
し
た
、
と
い
う
故
事
。
国
学
者

で
小
児
科
医
で
も
あ
る
本
居
宣
長
は
、

そ
の
症
状
か
ら
「
ひ
る
こ
」
を
脳
性
麻

痺
か
筋
萎
縮
症
の
障
害
児
と
診
断
し
た
。

流
さ
れ
た
後
「
ひ
る
こ
」
は
、
漁
民

に
救
わ
れ
、
の
ち
に
七
福
神
の
仲
間
入

り
を
し
、
大
黒
様
と
の
コ
ン
ビ
で
有
名

な
「
恵ゑ

び

す
比
寿
様
」
と
し
て
崇
め
ら
れ
た

と
あ
る
。
大
黒
様
は
立
ち
姿
、
恵
比
寿

様
は
座
り
姿
、
こ
の
定
型
は
こ
の
由よ

し

だ
っ

た
の
だ
。「
ひ
る
こ
」
は
、
障
害
を
持
ち

な
が
ら
見
事
に
蘇
生
を
遂
げ
た
こ
と
か

ら
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
祖
」
即

ち
「
復
活
の
神
さ
ま
」
と
親
し
ま
れ
呼

ば
れ
て
い
る
。

縄
文
の
古
代
社
会
で
は
、
奇
形
や
障

が
い
者
は
、
村
人
み
な
か
ら
「
天
の
御み

使
い
」「
福
の
神
」
と
し
て
尊
ば
れ
、
懇
ね
ん
ご

ろ
に
扱
わ
れ
、
幸
せ
に
生
涯
を
送
っ
た

と
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
一
家
の
繁
栄

と
幸
福
を
も
た
ら
す
「
福
子
伝
説
」
だ
っ

た
。か

の
「
少

す
く
な
ひ
こ
な
の

彦
名
命み

こ
と」
や
「
久く

え

び
延
毘
古こ

」

瀬川裕人と優紀さん。中二人は 4，50 年間、銀山学園にいら
したという。今はここに。

野村啄民氏（明治 34～平成９年）

https://amaterasu49.media

mag.japaaan.com
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の
神
様
は
、
小
人
や
歩
行
不
能
者
で
あ

る
に
か
か
わ
ら
ず
善
徳
円
満
で
、
神
通

力
を
発
揮
し
、
伝
承
技
術
の
普
及
な
ど
、

後
代
の
世
の
人
々
に
益
を
も
た
ら
せ
、

崇
め
ら
れ
祭
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

正
に
、
銀
山
・
大
江
地
区
は
、
神
々

の
住
ま
う
高
天
原
で
あ
り
、
天
国
だ
っ

た
の
で
す
。

８
，
絶
望
の
果
て
に
辿
り

着
き

「
社
会
福
祉
法
人　

よ
い
ち
福
祉
会
」

の
「
櫻
ヶ
丘
学
園
」
の
子
ど
も
た
ち
は
、

人
か
ら
の
い
じ
め
、
親
か
ら
の
虐
待
に

人
生
を
絶
望
し
た
末
に
息
も
絶
え
絶
え

に
な
っ
て
、
わ
ず
か
に
残
る
か
細
い
生

命
力
で
、
こ
の
学
園
に
連
れ
ら
れ
て
暮

ら
し
始
め
た
。

そ
し
て
、
初
め
て
「
自
分
は
生
き
て

い
い
ん
だ
！
」
と
、許
さ
れ
た
と
思
っ
た
。

日
毎
、
隠
れ
た
元
気
が
加
わ
っ
て
行
っ

た
。生

ま
れ
て
初
め
て
味
わ
っ
た
「
安
ら

ぎ
」
と
い
う
体
験
。
希
望
の
光
も
、
生

き
る
意
欲
も
、
露
ほ
ど
も
持
ち
得
な
か
っ

た
彼
ら
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
人
の
温

か
さ
、
家
庭
の
安
ら
ぎ
、
生
き
る
意
欲

を
授
か
っ
た
と
い
う
。

何
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
、
今
ど

ん
な
に
か
多
い
か
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

銀
山
の
農
家
に
、
居
抜
き
で
移
住
し

よ
う
と
し
た
実
子
な
き
鈴
木
俊
二
夫
妻
。

特
に
、
し
の
ぶ
夫
人
は
極
度
の
電
磁
波
・

化
学
物
質
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、
風
車
建
設

を
聞
い
て
、
大
混
乱
し
て
い
ま
す
。
今
、

里
親
と
し
て
懇

ね
ん
ご
ろ
に
幼
児
を
育
て
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
最
中
。
世
の
中
を
独
り
渡
っ

て
行
く
た
め
の
宝
物
と
し
て
、
敢
え
て

厳
し
く
躾
け
る
と
い
う
。
銀
山
に
移
住

し
た
暁
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
子
ど
も

た
ち
を
増
や
し
て
一
人
前
に
育
て
上
げ

世
に
送
り
出
し
て
上
げ
た
い
、
と
願
っ

て
い
た
矢
先
の
出
来
事
。

無
残
に
も
引
き
裂
か
れ
、
砕
か
れ
散

ろ
う
と
し
た
夢
。

既
に
、
風
車
は
、
人
の
人
生
を
狂
わ

せ
て
い
ま
す
。

８
，
さ
ら
な
る
仕
打
ち
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
！
！

こ
の
子
た
ち
は
、
こ
の
大
人
た
ち
は
、

こ
こ
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
ん
で
す
。

こ
こ
を
最
期
の
地
と
し
て
越
し
て
来

た
の
で
す
。

世
の
中
の
冷
た
い
視
線
、
刺
さ
る
言

葉
、
耐
え
難
い
暴
力
。

行
き
場
が
な
く
て
、
や
っ
と
の
こ
と

で
、
こ
こ
に
辿
り
着
い

た
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
に
は
、

こ
こ
を
出
で
る
余
力
が

な
い
の
で
す
。

そ
れ
を
、
簡
単
に
引

き
裂
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。折

角
の
人
の
善
意
を
、

無
闇
に
砕
か
な
い
で
下

さ
い
。

「少彦名命」は神農の子で小人、「久延毘古」は一寸法師や案山子の原型で障がい者。 恵比須様と大黒様
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風
車
の
回
る
唸う
な

り
音
が
怖
い
の
で
す
。

一
日
中
、
年
が
ら
年
中
、
回
り
続
け
、

鳴
り
続
け
ま
す
。

耳
の
底
で
唸
っ
て
、
耐
え
難
い
の
で

す
。眠

っ
て
い
て
も
、
耳
の
底
で
は
聞
い

て
い
る
の
で
す
。
鳴
っ
て
い
る
の
で
す
。

止
め
て
下
さ
い
。

こ
れ
以
上
、
私
た
ち
の
心
を
搔
き
乱

す
騒
音
も
波
動
も
、

そ
し
て
自
然
に
そ
ぐ
わ
な
い
姿
か
た

ち
も
。

要い

り
ま
せ
ん
。

全
く
要
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
侵
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
こ
よ
り
中
に
、
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

自
然
の
美
を
掻か

き
砕
く
人
工
物
の
醜

さ
。

景
観
を
壊
し
て
人
の
心
を

壊
し
、

人
工
を
作
っ
て
捨
て
場
の

な
い
人
為
に
泣
く
。

国
有
林
は
、
国
民
の
物
で

あ
っ
て
、
政
府
の
物
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

今
伐
採
す
れ
ば
、
百
年
に

泣
き
、

今
建
造
す
れ
ば
、
千
年
に

泣
く
。

電
気
不
足
を
案
ず
る
よ
り
、

節
電
倹
約
を
先
ん
ず
べ
し
。

自
然
再
生
力

エ
ネ
ル
ギ
ーの

美
名
と

罠わ
な

を
恐
れ
、

自
然
は
そ
の
ま
ま
の
名
と

実
を
取
る
べ
し
。

自
然
の
真
の
再
生
と
は
、

小
さ
過
ぎ
は
、
大
き
過
ぎ
に
勝
り
、

遅
過
ぎ
は
、
早
過
ぎ
に
優す

ぐ

れ
た
り
。

無
為
は
、
有
為
に
勝ま

さ

り
て
、

風
車
は
不
要
。

無
用
の
長
物
は
、
天
下
の
迷
惑
。

元
の
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
で
、

万
事
、
事
足
れ
り
、
と
す
。

銀山学園での農作業

銀山学園全景


